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System Consultant Wave  

１１月１６日（金）成功するまで続ける 

何事によらず、志を立てて事を始めたら、少少うまくい

かないとか、失敗したというようなことで簡単に諦めてし

まってはいけないと思う。一度や二度の失敗でくじけたり

諦めるというような心弱いことでは、ほんとうに物事を成

し遂げていくことはできない。 

世の中は常に変化し、流動しているものである。一度は

失敗し、志を得なくても、それにめげず、辛抱強く地道な

努力を重ねていくうちに、周囲の情勢が有利に転換して、

新たな道が開けてくるということもあろう。世に言う失敗

の多くは、成功するまでに諦めてしまうところに原因があ

るように思われる。最後の最後まで諦めてはいけないので

ある。 

 

１１月１７日（土）権威を認める 

一つの会社の経営でも、また個々の責任者が一つの部署

を運営する場合でも、そこにみなが認めるような権威とい

うものを求めて、それに基づいて事を成していくことが能

率的、効果的な運営をしていく上できわめて大切だと思う。 

会社の創業の精神、経営理念なり使命感、あるいは経営

者自身の人徳なり熱意、そういったものをみなが得心して

権威として認めるようになれば、物事が能率的に治まって

いく。今日では権力というものを否定する風潮が強く、さ

らにそれが進んでいい意味の権威までも認めないような

傾向もみられるが、それはかえって非能率を生むものであ

るとも言えるのではないだろうか。 

 
11 月 18 日（日）民主主義と勝手主義 
 民主主義というものは、自分がよければ人はどうでもい

い、というような勝手なものでは決してないと思うのです。

今日の日本の民主主義はわがまま勝手主義である。勝手主

義を民主主義の如く解釈している人が随分あるのではな

いか、というような感じがします。 

 民主主義というものは、自分の権利も主張することは認

められるが、それと同時に他人の権利なり、福祉なりとい

うものも認めてゆかなければならない。そういうことをし

なかったならば、法律によってぴしっとやられるというよ

うな非常に戒律の厳しいものだと思います。それがあって

はじめて民主主義というものが保ち得るのだと思うので

す。 

 

11 月 19 日（月）くり返し訴える 

 経営者が、その思うところの考え、意志を社員に十分伝

え、浸透させようとするにはどうすればいいだろうか。 

 それは、何よりもまずくり返し話すことである。大切な

こと、相手に覚えてもらいたいことは、何度も何度もくり

返して言う。くり返し訴える。二度でも三度でも、五へん

でも十ぺんでも営う。そうすれば、いやでも頭に入る。覚

えることになる。 

 またそれとあわせて、文字をつづって文章にしておく、

ということも大切だと思う。文章にしておけば、それを読

みなさい、と言えば事が足りる。読んでもらえば、くり返

し訴えるのと同じことになる。 

 

 

11 月 20 日（火）覚容の心で包含 

世の中にはいい人ばかりはいない。相当いい人もいるが

相当悪い人もいるわけです。ですから、きれいな人、心の

清らかな人、そういう人ばかりを世の中に望んでも実際に

はなかなかその通りにはなりません。十人いたらその中に

必ず美ならざる者も正ならざる者も入ってくる。そういう

状態で活動を進めているのが、この広い世の中の姿ではな

いでしょうか。そこに寛容ということが必要になってきま

す。 

力弱き者、力強き者があるならば、両者が互いに包含し

合って、そこに総合した共同の力を生み出してゆく。そう

いうところにわれわれ人間のいき方があるのではないか

と私は思うのです。 

 

11 月 21 日（水）心をときはなつ 

 自由な発想の転換ができるということは、指導者にとっ

てきわめて大事なことである。しかし、発想の転換という

ことはさかんに言われるが、実際はなかなかむずかしい。

みずから自分の心をしばったり、せばめている場合が多い

のである。 

 だから大事なことは、自分の心をときはなち、ひろげて

いくことである。そしてたとえば、いままでオモテから見

ていたものをウラから見、またウラを見ていたものをオモ

テも見てみる。そういったことをあらゆる機会にくり返し

ていくことであろう。そうした心の訓練によって、随所に

発想の転換ができるようにしたいものである。  

 

11 月 22 日（木）弁解より反省 

仕事でもなんでも、物事がうまくいかない場合、必ずそ

こに原因があるはずである。だからうまくいかなかったと

きに、その原因を考えることは、同じ失敗を重ねないため

にも、きわめて大切である。 

そのことは誰もが承知しているのであるが、人間という

ものは往々にしてうまくいかない原因を究明し反省する

よりも、「こういう情況だったからうまくいかなかったの

だ。あんな思いがけないことが起こって、それで失敗した

のだ」というように弁解し、自分を納得させてしまう。原

因は自分が招いたことである、という思いに徹してこそ、

失敗の経験も生かされるのではないだろうか。 

 


